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一般社団法人高野町観光協会

わたしたちの取り組み

そっと手を合わせたくなる風景がある
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設立の経緯

平成26年4月 高野町観光協会設立準備委員会を設置
平成27年7月 1日 法人登記を行う

平成27年6月16日 橋本公証役場にて本協会の定款が認証される。
平成27年8月31日 高野町観光事業推進協議会の総会を開催し「一般社団法人高野町観光協会」へ改組改編を決定する。

※高野町観光事業推進協議会（高野町・総本山金剛峯寺・高野山宿坊協会/観光協会・高野町商工会の四者合同）にて観光事業を
長きにわたり実施、活動の実績を持つ。）

平成28年1月13日 第１回社員総会を開催（役員就任）※当時

目 的

高野町の観光振興の核となる観光協会（＊一般社団法人）設立を目的として発足。
高野町の将来を見据え、観光協会組織を見直しすることで新しい仕組みの観光展開を図る。
本観光協会は、高野町（役場）を意味する公的組織ではなく、ここでいう「高野町」とは地域の名称であり、高野町民（まちの人）が主役となる
地域住民実践型の連携強化が最大の目的であり、重要と考えています。
その基盤として、本会の社員[会員]（組織構成：高野町・総本山金剛峯寺・高野町商工会・高野山宿坊協会）・山内商店・宿坊寺院・企業（山外）等」
との連携を密に拡大化し、観光事業の推進だけではなく、国内外を視野にした誘客事業にも取り組む方針。
観光理念・目的について、高野町の魅力を発信するため、歴史・文化・他産業との連携により波及的な経済効果を図る。
具体的な組織構成・規約・事業・予算（会費）等の協議を重ね、今後の方向性を定めるとともに地域が持つあらゆる魅力素材を掘り起こし、仕組み、
企画立案、新事業の展開等、地域実践型の観光を確立させると共に活気ある地域社会を創造することにより町民生活の向上を図ることも目的とします。

協会組織の考え方

事業者・行政・寺院・商工・地域住民等が協働し、役割分担すること。
観光は、人々の価値観の多様化とも相まって、その範囲が極めて幅広く多岐にわたっています。
又、観光はハード面とソフト面の両方とも重要であり、多くの人に来訪してもらえる魅力的な「まちづくり」を目指します。
従って、各機関・組織が協働して進めていくことが効率的であり、全者がパートナーシップのもと協働しつつ、それぞれの分野において役割分担し
ながら進めていくこと、観光振興を主体的に進めていく組織づくりが不可欠と考えます。

※当時の資料から抜粋



観光地域づくり法人 高野町版地域 DMO
                                              （令和２年１月１４日：正式登録）

各団体の機能・役割（高野町観光協会の位置づけ）

行 政（高野町観光振興課） ■事業所会員
・高野町
・金剛峯寺
・宿坊協会
・商工会
■宿坊寺院
■商店
■地域企業
■その他

作成：（一社）高野町観光協会

資料１

高野町版 DМО
※（一社）高野町観光協会

高野町商工会

高野山宿坊協会
※高野山参詣講（第3種旅行業）

高野町観光協会

・高野町
・金剛峯寺
・宿坊協会
・商工会
・その他

DMO事業の企画推進

・国、県、周辺市町村の連携や事業実施
・一般へ高野町を幅広くＰＲ紹介
・観光基盤の充実化（ハード事業：トイレ・
駐車場・道路等の整備）
・地域振興の推進等
・広域観光の推進等
・高野山観光情報センターの運営管理
・住民への情報発信

・企画、商品造成
・イベントの企画、実施
・各事業の実施
・情報発信、誘致ＰＲ
・会員との連携
・営業、キャンペーン
・広域観光の連携

・宿坊斡旋
・宿坊（会員）寺院のとりまとめ
・総合的な案内業務
・情報発信

・商工業推進ための事業
・商店（会員）のとりまとめ
・経営指導
・各事業所と連携した事業活動
・情報発信

総本山金剛峯寺

・全国、高野山真言宗末寺の宗務包括
・檀信徒、信者への情報発信
・高野山境内地の管理
・参拝基盤の充実化（駐車場・トイレ・参道等の整備）
・宗教行事、特別拝観等などの企画、実施及び情報提供
・一般向け法会等の実施（紹介）
・境内地の撮影許可等（申請窓口）
・信者層の獲得

【会員数】
正 会 員 ９１件
賛助会員 ３６件

合計 １２７件
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【マネジメント・マーケティング対象とする区域】 和歌山県伊都郡高野町
【設立時期】 平成２７年７月１日
【登録日】 令和２年１月１４日
【設立経緯】 町行政の薦めや地域の観光発展のため

【代表者】 代表理事 平田永一郎
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 事務局長 岡部光惠
【財務責任者（ＣＦＯ）】 会計主任 岡部髙子

    【職員数】 ５人 【常勤４人（正職員２人・出向（契約）等１人）、非常勤２人】

     【主な収入】 会 費19,2百万円 ・ 事業分担金7,9百円 ・ イベント支援金5.0百万円・その他7.45百円
                          ※令和６年期決算
    【総支出】 41,1百万円（一般管理費38百万円、事業費6.3百万円、その他）
                       ※令和６年期決算
    
    【連携する主な事業者】
・高野山真言宗 総本山金剛峯寺 ・ 一般社団法人 高野山宿坊協会 ・ 高野町商工会
・南海りんかんバス株式会社 ・ 南海電気鉄道株式会社 ・ テレビ和歌山 ・ ＷＢＳ和歌山放送 ・ 日の丸観光バス㈱

   ・高野山タクシー（株） ・ 南海フェリー（株） ・ （株）ＤМＣ高野山 ・ 和歌山大学 ・ 和歌山県内ＤМО団体、等
・高野山未来創造プラットフォーム（株）

【地域DМО】一般社団法人高野町観光協会基礎情報
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【観光資源の磨き上げ】

○地域活性化事業の展開
※心や精神性の価値創造

○参拝観光の体験素材づくり（充実化）
・報恩高野市（縁日）＿画像左
・大数珠繰り祈願会＿画像右

○イベントの企画、開催
・高野山旗全国学童軟式野球大会（過去３０回）

【受入環境整備】
・観光ホームページ／パンフレットの多言語化
・音声ガイド機導入・観光案内標識の充実整備事業
・公衆便所（障害者用含）トイレの整備

  ・外国人向け施設（宿坊）洋式トイレの設置等
・Ｗｉ-Ｆｉ環境の整備設置工事・情報の発信基地
・「高野山観光情報センター」の開設」※高野町

【情報発信・プロモーション】
○自社WEBサイト（ホームページ）の全面的リニューアル
○SNSの発信
○FM和歌山（コミュニティラジオ）/サテライトスタジオの設置
○和歌山県と取り組むエージェント/メディア向け大商談会参加
○「映像コンテンツを活用した地域情報発信」

     ※総務省の実証事業を活用

【その他】地域の課題解決に向けて
・滞在観光メニューの整備不足
・来訪者のうち、宿泊割合が少ない。
・観光客ニーズに対応する飲食店の不足
※昼食難民問題
・繁忙期の道路事情（渋滞）
・人手不足による受入れ態勢悪化を防ぐ。

具体的な取り組み
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インバウンド層受入れ整備 ※高野町（行政）の取り組み

・寺院を中心とした「高野山らしい景観」整備
※「高野山らしい景観」を維持継承するため、独自の景観条例を施行
※電線・電柱を地中化等
※歴史的風致維持向上計画が認定される

・サインの充実
※世界共通のピクトグラムを利用
※外国人観光客に訴求する多言語解説案内板の整備

・Free Wi-Fiの整備

・公衆トイレの整備

・宿坊の高質化改修・感染症対策

・海外の街との友好都市関係締結

・その他
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外国人観光客増加の理由
始まり・・・
１９８８年 (昭和63年)、 フランス「 ル・モンド 」紙の記者が2週間程度高野山に滞在し取材、帰国後コラム記事を連載したことで
フランスにおいて高野山の名前が知られるようになる

世界遺産登録 ２００４年 (平成16年)７月７日 「紀伊山地の霊場と参詣道」として世界遺産に登録

フランスミシュラン社「緑のガイド 日本版」三つ星★★★ 評価獲得 ２００９年 (平成21年)２月発刊

２０１４年 (平成26年) ナショナル･ジオグラフィック･トラベラーに掲載
２０１５年 に「訪れるべき世界２０選」に 日本から唯一選出

２０１７年 (平成29年) ロンリープラネット
２０１８年に「訪れるべき世界の１０地域のベスト５」に日本から唯一、紀伊半島が選出

２０１８年 (平成30年) トリップアドバイザー「外国人に人気の観光スポット」ランキング２０１８ 第７位
２０１８年 (平成30年) NIKKEIプラス１ 外国人が次に目指す「ディープジャパン」１５選で「高野山奥之院」が第1位に

YouTube等を活用した海外発信（主に欧・米・豪に配信）
(平成27年度文化庁「文化芸術振興費補助金(文化遺産を活用した地域活性化事業)」活用)
※２０１７年(平成29年)７月～９月及び２０１９年(令和元年)10月～12月、JAL国際線約40路線の機内ビデオプログラムで上映

【高野山が持つ特徴】
・キリスト教（カトリック）と仏教（真言密教）の違いはあるが、根底に宗教の基盤があり「祈りの姿」に相通じるものを持つ
・「巡礼の文化」が根付いている

『観光を超えた深い精神性がここ（高野山）にある』
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三者意見交換会を立ち上げ、定期的な重要会議を実施

趣 旨
①DMO高野町観光協会（高野町・宿坊協会・商工会を含む）、②総本山金剛峯寺（高野町観光
協会正会員）、③DMC高野山（DMO観光協会正会員）の三者。
高野山で活動する外部団体「DMC高野山（レビック）」の活動事業の進捗並びに経営報告会を
含めた「三者意見交換会」を行い、密な情報共有と事業連携を図ることを目的とする。
又、地域の課題や問題を討議し、解決に向けては『オール高野山』で取り組む重要会議体。

〇本三者意見交換会は、「高野町参拝観光地域づくり協議会」とし、令和３年から定期的（年に数回）に
開催している。
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取り組みの裏側で直面している最大の課題

近年は、国内旅行の需要より強いインパクトでインバウンド旅行の活性が続き、訪日外国人旅行者の流入は過去最高を記録したといわれています。
観光業界全体にとって国内全体が「成長」と「変化」の年になりました。

このインバウンドの急激な増加により「オーバーツーリズム」という言葉が一般化しつつあるなか国内各地で宿泊施設事情が大きく変化し、
特に宿泊料金の高騰、予約困難など、有難いインバウンド需要回復の背景には、日本人旅行者への影響も大きく諸問題が浮き彫りに

なっています。日本人客離れ（特に宿泊）を懸念しています。
又、あらゆる業種で人手不足も深刻化し、限られた人員や工数の中でより効率的かつ持続可能なマーケティングの実践が求められています。

高野山においても、前述は感じるところが多々あります。しかしながら「やるべきことが見えてきた」と捉えています。
外国人の訪日ニーズは、まだまだ変化していくと思われます。「早く」「高く」予約確保する外国人需要の傍らで、日本人客、特に高野山では信者層の
方々が泊まりづらく、宿泊を見合わせ近隣エリアのホテル等へ流れているのも現状です。

これら日本人客の動きを懸念し、大きな減少に転じないよう手当てをしていくことが急務かと感じています。
インバウンドにとっては「円安の影響で財布の紐が非常に緩くなっている」ことや、「価値のあるものなら値段を気にせず払う」といった考え方により

高価格でも支払うのが現在の活性に繋がっていますが、本来にある日本人客を置き去りにしてはいけない！

ターゲット層を見極めて、「料金に見合った高付加価値化を徹底する」ということをポイントに「ここでしか体験できない」「ここでしか食べられない、

買えない」のように価格よりも価値を重視した『唯一無二』（地域の宝）を丁寧に伝えること、が重要であると確信しています。

当観光協会の役割としては、やはり、これまでにも 取り組んできた高野山のまだ知られていない価値の発掘や磨き込み等が必須で

「参拝（手を合わせる）」の原点である「祈りや偲びを捧げる（日々の感謝やお願いをする）場所」
だからこその、魅力向上 に注力すべき。と奮闘中！！！

令和6年 入込客数 １,４１８,２４７人 宿泊 ２０１,６７８人 日本人 ９５,００５人 外国人 １０６,６７３人
                                                            日帰 1,2１６,５６９人        日本人 １,２１４,５９１人        外国人 １,９７８人
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今、私たちが目指していること

文化庁「本物の日本文化を体験する観光拠点整備事業」
（ACEプログラム）の取り組み、計画について
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本物の日本文化を体験する観光拠点整備事業高野山地区推進協議会を設置

（2025年７月）≪目的≫

本協議会は、高野山内の各機関が協働し、高野山において参拝観光客を惹きつける地域の魅力的な文化資源を活用
し、多彩な文化体験の提供を行うことで滞在時間の延長、観光消費額の向上等を図り、地域コミュニティの維持や
持続可能な参拝観光地を形成することを目的とする。

≪事業≫

①文化体験を主軸とする高度な文化観光拠点の形成を主導できる人材等の確保や育成

②外国人観光客を惹きつける地域の魅力的な文化資源を活用した多彩な文化体験の提供に必要な施設設備の整備

③文化観光拠点に対する情報提供・発信の充実・強化及び文化体験や文化資源に関する物品等の販売・提供に

必要なデジタル技術の積極的な活用

④前号に掲げるもののほか、前条の目的を達成するために必要な事業

≪構成団体≫

総本山金剛峯寺・公益財団法人高野山文化財保存会・一般社団法人高野町観光協会・一般社団法人高野山宿坊協会

高野山大学・高野町・高野町教育委員会・南海電気鉄道株式会社

※会長 金剛峯寺執行長（今川泰伸）/ 副会長 高野町観光協会代表理事（平田永一郎）/ 監事 高野山宿坊協会理事長（田島聖基）

事務局長 高野町観光協会事務局長（岡部光恵）/ 会計 高野山宿坊協会所長（岡田洋典）
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次の大きな行事(ご入定1200年御遠忌)に向けた本事業の位置づけ
◼ 2034(令和16)年度に執行される宗祖弘法大師御入定1200年御遠忌大法会に向けて、文化資源の保存と活用
の好循環創出のために、金剛峯寺を中心として組織を立ち上げ、事業を推進していく。

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2028
年度

2029
年度

2030
年度

2031
年度

2032
年度

2033
年度

2034
年度

保
存

活
用

文
化
資
源

高野山における本物の日本文化を
体験する観光拠点整備事業

プロジェクト

御遠忌に向けた
観光拠点運営拡大事業

プロジェクト(仮)

宗
祖
弘
法
大
師
御
入
定1

2
0

0

年
御
遠
忌

大
法
会

御遠忌に向けて、
文化資源の保存と活用
の好循環を創出

整備計画・整備事業

史跡保存活用計画

本物の日本文化を体験する観光拠点整備事業高野山地区推進協議会 作成 【無断転載、複写複製禁止】
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文化庁補助金事業での目標（KPI）
◼ 外国人観光客の満足度を高めることで、外国人観光客の入れ込みを微増・滞在日数を増加させ、
日本人含めた観光消費額の増大を図り、もって文化資源の保存と活用の好循環の一環を担っていく

目標値／実績値

令和７年度 令和8年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

指標

外国人観光客
の満足度

90.0％
／-％

91.0％
／-％

92.0％
／-％

93.0％
／-％

94.0％
／-％

外国人観光客
の入れ込み数

110,000人
／ - 人

110,000人
／-人

115,000人
／-人

115,000人
／-人

120,000人
／-人

外国人観光客
の滞在日数

1.20 日
／-日

1.25 日
／-日

1.30 日
／-日

1.35 日
／-日

1.40 日
／-日

観光消費額
40,000円

／-円
50,000円

／-円
60,000円

／-円
70,000円

／-円
80,000円

／-円

文化資源の保存と活用の好循環の一環を担っていく

本物の日本文化を体験する観光拠点整備事業高野山地区推進協議会 作成 【無断転載、複写複製禁止】
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高野町観光協会の役割

満足度や滞在日数の増加を目指し、観光消費額を上げていく、
文化財の保存に対し、DMOとして、この資源を活用する、好循環をつくる、大きな役割である
と認識しています。

文化資源の保存が付加的な効果を生んで、貴重な観光資源として活用していくことで、地域の
「誇り」や「ほんまもん」を維持・継承していく。
ここにしかない「唯一無二の本物」をアピールし、興味を示してもらう、非日常を体感、
満足する、という良い循環をつくれるよう、丁寧に整えていきます。
そして、KPIを計測、しっかり、検証して地域で共有していきます。
又、心を動かす体験づくり＝心の消費につながっていく。
これは高野山ならではの精神性も資源とする、満足度の向上に繋がると確信しています。

当観光協会が日頃より取り組んでいる「トランスフォーマ・トラベル」の目的と相まって、
人の興味関心、知的欲求を満たす、新たな価値として丁寧に創造したいと考えています。



トランスフォーマティブ・トラベル

「transformative」とは、

何かを根本的に変える、または変革する力を持つ

新しい旅のスタイル「トランスフォーマテブ・トラベル」＝「自己変革の旅」に取り組みます。

➢ 旅を通じて得た「学び」と「成長」等をその後の日常生活に活かし、人生観を豊かにする旅

➢ 刺激的で心に残る旅

➢ 価値観の変化や地球環境への意識の高まりを受け、「自己探求」や「精神の癒し」を求める旅

➢ 受け身の旅ではなく、自らが積極的に参加し、挑戦できる体験旅

➢ 現地の人々と交流できる旅

参詣・観光
旅行者 地域の資源

内面
・気づき
・発見
・清浄
・癒し
・学び

外面
・歴 史
・伝統文化
・食文化
・人 物
・自 然

内面
・価値観
・精神性
・信仰心
・敬い心

ストーリー

体験の充実

トランスフォーマティブ・トラベル
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「こころが元気になれる旅」を追求！

・祈る ・敬う ・弔う
・地域のおもてなし

信仰心

・歴史・文化 学びの心
高野山に心通わせる

心の健康

・瞑 想

・写 経

・デトックス

・リセット

高野山が持つ一番の魅力は「歴史と伝統に育まれた精神性」です。
高野山のいたるところで感じられる静けさや心地良さが心を洗ってくれる。

心が動く

心の体験

心の触れ合い
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